
 

質 問 順 位 ２ 質 問 者  渡 辺 精 郎 議員  

件     名 項     目 要             旨 メ          モ 

１．市長の基本姿勢 １．市長就任４年目の「刷新市長」

の市政執行方針について 

１．前田市政の総仕上げの年度を迎えます。このとき市長が選挙戦で

公約した一般行政の方針は粛々と実践しつつあることは評価いた

しますが、「刷新市長」としての立場が薄れ、「所詮誰が市長になっ

ても同じだ」と多くの市民が私に訴えてまいります。ご多忙でしょ

うが市民の声行脚をされると明確です。 

  それもそのはず、４年目を迎える市政執行方針に「刷新市長」の

３年間が語られていません。市民は「刷新市長」で前田市長は当選

したと認識しています。日本中を震撼させた滝川市のマイナスイメ

ージからの脱却を期待しての市民の市長選択であったと思います。

その期待に応えるには被選挙人として初心・原点を忘れないことで

す。そのために、当時の新聞報道の記事をもう一度通読され、見解

を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２．「チーム滝川」を提起し行政の総合力を最大限に発揮するとして

います。それは、とりも直さず「刷新滝川」を意味しているのかと

考えますが、「チーム滝川」と言えば、過去にあった生活保護費詐

欺事件において、おおよそ「部・課のチーム」内の範囲で巨費の支

出の事実を１年半にわたって部外秘とし、議会の決算委員会でもこ

の事案を伏せていたという不祥事の再現がないようにしなければ

いけないと考えますが、その見解と具体的な施策を披瀝していただ

きたいと思います。 
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質 問 順 位 ２ 質 問 者 渡 辺 精 郎 議員  

件     名 項     目 要             旨 メ          モ 

  ３．前田市政として、当初から「世界に誇れる国際田園都市」の実現

を重要課題として推進する計画でした。しかし、その実効が見えて

きません。まして市民は全然興味を示していません。４年目を迎え

てどのように基本目標に近づけようとしているのでしょうか。具体

例をあげて決意のほどを披瀝していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．公共事業と公共施設

のありかた 

１．中心市街地活性化と駅前広場

の再整備について 

１．駅前広場の再開発が進められようとしています。公共交通機関の

拠点として市民の多くが利用できる利点があります。しかし、中心

市街地活性化も、行政の活性化・賑わいづくり進行方向とは逆な時

代背景が到来しているのではないでしょうか。三番館の高林デパー

トからの撤退で滝川からデパートの機能がなくなってしまうのも

同然です。スマイルビルからはテナントの撤退が続いています。こ

れらの原因は、何としても人の流れ、集まりがないことです。 

  政策の目標と現実にずれがあり、施策に市民がついて行っていな

いのが現状ではないでしょうか。この駅前広場の再開発の投資と中

心市街地の活性化を結びつけるポイントは何でしょうか。人々の購

買志向はすでに大型店に向いており、中心市街地の役目は変化して

きていると思われますが見解を求めます。 
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件     名 項     目 要             旨 メ          モ 

 ２．駅前広場再整備とスマイルビ

ルの行方について 

１．「スマイルビルは１億6,000万円の固定資産税の滞納がある」と発

表したのは、市長選での立会演説会において前田候補が提起したも

のであり、当選すると滞納も「個別案件で秘密」という名のもとに

「秘密保護」の範疇に入っており、議会になじまなくなってきてお

ります。 

  中心市街地活性化の関連で、滞納の対抗措置として「差押えした

スマイルビル」の行方はどこへ向かうのかはっきりとしません。今、

駅前広場の再整備と中心市街地活性化をうたうのであれば、市とし

てスマイルビルをどう位置づけるのかを議論しないで中心市街地

活性化や再開発は語れないと思われますが見解を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．「滝川市公共施設マネジメン

ト計画」について 

１．滝川市の公共施設が多いということは一般市民も認識していま

す。休眠状態の公共施設が多く、こうした施設の用途廃止や撤去を

急ぐ必要があります。 

  ところが、公共施設が多いということを、コミュニティセンター

や公民館などが多くて市の財政を圧迫しているというような論点

だけに集中し、マスコミもコミュニティセンターの集約を報じ、市

広報２月号に至っては、コミュニティセンターと小学校との複合化

を大きく特集しています。２月25日の町内会代表者研修会でもこの

ことが話題になり、議会で決定していないうちに市広報で報じる

と、もう決まったものと勘違いするという批判が出ました。 

  総合福祉センターとかコミュニティセンター・公民館など、一般

市民や町内会・老人クラブが頻繁に使用する公共施設を一律に優先

ターゲットにすることは望ましくなく、市民活動を制限することと

同じではないでしょうか。 

  古くなった公共施設・使用していない公共施設を徐々に処分して

いくマネジメントは当然ですが、一般市民の拠り所として大切に委

託管理しているコミュニティセンターを、しかも、30年弱の若築年

数のものを廃止するという案には多くの批判・反対が出てくると思

いますが、見解を求めます。 
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 ４．丸加高原伝習館のあり方につ

いて 

１．江部乙の豊かな資源や美しい景観や環境を生かしたＮＰＯ法人

「日本で最も美しい村」連合への加盟を目指すことはすばらしいこ

とです。このとき、どうしても丸加高原伝習館の行方が問題となっ

てまいります。ほとんど市民利用のないこの施設に、コミュニティ

センター13館の委託料より多くの財政負担をかけていることを市

民が知ったら、そんな公共施設のやり方なのかと批判があると思い

ます。 

  予算は今年もつけている丸加高原伝習館をどのように運営され

るのか見解を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．教育行政 １．子どものいじめ防止について １．「滝川市子どものいじめの防止等に関する条例」制定が今市議会

で審議されます。私はいじめで自殺した当時江部乙小学校６年生だ

った女子児童の霊（みたま）とご遺族の願いのためにも早期の条例

制定を喚起してまいりました。 

  滝川市が、いじめ防止条例の制定をすることの意義は言わずもが

なの情勢で、全国で注目されていたはずであります。２年３年前に

作られていたら、全国的評価を受けたはずですが、国や道の情勢を

待ち過ぎたきらいがあります。 

  しかし、待っただけあって、条例の内容はたいへんよくできたと

評価したいのであります。 

  さて、条例制定を機にいじめを本当になくすための有効手段が、

家庭や学校で生かされることであり、大人の世界では、専門委員

会・問題対策連絡協議会などの対応策は完成しつつありますが、根

っこは子どもの心に「いじめをなくす」火を灯させることでありま

す。いじめは大人の居るところではやりません。子どもたちの世界

で、しかも集団で巧妙に陰湿に行われるのであります。そのための

対処を今後点検していきたいと思いますが、教育委員会として対処

する決意のほどを表明していただきたいのであります。 
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